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【学位論文審査の要旨】 
本研究は、江戸の行楽空間に注目し、江戸後期の買物案内書と絵図を用いて、歴史地理
学の方法で行楽空間を復原し、最終的にはその構造の解明を目的としている。江戸におけ
る社会文化的な事象は、地誌とそこに描かれた挿絵や錦絵、および江戸切絵図や、買物案
内書、そして日記などに反映されている。本研究は、当時の人びとの買物行動に着目し、
江戸町人地の日本橋と下谷を対象地域とした。本研究は、錦絵と挿絵の視覚史料、および
『江戸買物案内』と『江戸名物酒飯手引草』の文献史料を組み合わせ、歴史 GIS を用いた
行楽空間の復原により、その構造の特徴も明らかにした。 
日本橋地域の視覚史料では、河岸、川船、人物、商業活動が主な対象であり、それらの
なかでも川船が庶民の行楽行動および移動手段のひとつであることを明らかにした。特に、
日本橋地域の川船は物資を輸送する廻船と、庶民の行楽に用いられる遊覧船、屋根船、茶
船、猪牙船に区別することができる。江戸後期の日本橋地域では後者のタイプの川船が多
くなり、それは日本橋地域において行楽空間が形成されたことを示唆している。さらに、
本研究は日本橋地域の店舗データを買回り品サービスと日常品サービスの区分し、それら
を歴史 GIS で地図化して行楽空間を復原した。復原された歴史地図によれば、高級な買回
り品や会席料理を提供する飲食店は特定の街区もしくは川沿い立地した。特に、会席料理
の店舗は見世物や花火が見物できる両国橋のような盛り場と呼ばれる場所に、あるいは買
回り品の店舗が集まる場所や水路と街道の交点に立地した河岸などの結節点に多く立地す
る傾向にあり、そのような場所に行楽空間が形成された。他方、茶漬・蕎麦・寿司のよう
な簡素で比較的低廉な商品を扱う飲食店や日常品の店舗は、西の東海道沿いと中山道沿い
に分散的に立地し、芝居茶屋の多くは生活空間に隣接して集中した。したがって、日本橋
地域では、商業空間のなかで高級料理や買回り品など行楽的な指向の強い業種の店舗が結
節点に集積し、その結果として結節点を中心に行楽空間が形成されたといえる。 
一方、江戸下谷地域の視覚史料では、東叡山寛永寺とその周辺に植栽された桜、および
そこに集まる人びとが、特に女性が描写の対象となっていた。幕府は、東叡山寛永寺の建
造で桜を大量に植栽し、その後も桜の品種構成の変更と増稙を図ってきた。幕府による桜
の植樹政策は、為政者の権威を示すとともに、江戸庶民に行楽の場所を提供することにな
った。かくして、桜の植栽は下谷地域に人びとを誘引する契機となり、行楽空間の形成要
因のひとつになった。そのような経緯から、下谷地域でも、高価な飲食や買回り品を中心
とした商業活動が継続して行われてきた。高級な会席料理と蒲焼を提供する店舗は、寛永
寺周辺の町に集中しており、低廉な商品やサービスを提供する簡素な飲食店は、根岸の山
林地や浅草方面へ向かう街道沿いに立地していた。したがって、下谷地域の行楽空間は宗
教空間に関連して形成され、その発展は桜の植栽による人出の増加を契機としていた。全
体的にみると、下谷地域は宗教空間と商業空間によって構成される門前町であったが、そ
れらの空間の境界地に買い回り品やサービスの店舗が立地することにより、ファションリ
ーダーとしての女性が集まる盛り場として機能するようになり、その場所を中心に行楽空
間が形成されたといえる。 
日本橋地域と下谷地域を比較すると、日本橋地域は、買い回りの商品の流通と販売の機
能が卓越する商業空間と日常的な商業機能を含む生活空間により構成され、江戸後期の旅
や見物の大衆化にともない膨大な人的・物的資源の移動や流通が加わり、買回り品を取り
扱う店舗は消費とその観覧(現代のウィンドウショッピング)を楽しむ場となった。その場
所は主要街道沿いや中央河岸、および特定の街区でみられ、それらの空間は結節点として
機能するとともに、行楽空間としての役割も担った。他方、下谷地域は寺社地としての宗
教空間と、その門前町としての商業空間により構成されていた。宗教空間が桜の植栽や祝
祭の場として発展し、多くの人出が確保されるようになると、宗教空間と商業空間の境界
に買回り品の店舗や高級料亭など買い回りのサービスを提供する店舗が立地するようにな
り、行楽空間が形成された。 
江戸後期の大衆文化の成熟により、ハレの日の買物や飲食の行動が徒歩圏の身近な地域
での行楽として発達するようになった。これらの行動は日常品と買回り品の買物に大別で
き、買回り品の買物行動が行楽と関連することが本研究で明らかになった。特に、日本橋
地域や下谷地域では、買回り品やサービスを扱う店舗の集積が行楽空間の形成を確かなも
のにした。これらの地域における行楽空間の登場人物（担い手）も武士や町人の男性だけ
でなく、特に町人のなかでも女性の存在が本研究で強調された。したがって、商業空間の
買回り化や高級化、あるいは非日常化が大衆文化の醸成と相まって行楽空間の形成の原動
力になり、そのような行楽空間の構造や形成の仕組みは現代における都市観光の様相とほ
とんど変わらないことも明らかになった。したがって、本研究の知見は、現代の都市観光
を理解するための歴史地理学の方法や考察の有用性を示しており、博士（観光科学）の学
位授与に十分値するものと判断できる。 
